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１ ． 自 然 共 生 研 究 セ ン タ ー 及 び 本 報 告 会 の 概 要  

 自 然 共 生 研 究 セ ン タ ー は 、 河 川 ・ 湖 沼 の 自 然 環 境 の 保 全 ・ 復 元 に 資 す る こ と を 目 的 と し 、

旧 建 設 省 土 木 研 究 所 の 施 設 と し て 平 成 ９ 年 よ り 建 設 、 平 成 １ ０ 年 に オ ー プ ン し 、 平 成 １ １

年 の 予 備 実 験 を 経 て 現 在 ８ 年 が 経 過 し て い る 。  

 研 究 は 、 流 量 ・ 土 砂 の 供 給 と 川 の 構 造 を 変 化 す る こ と の で き る 実 験 河 川 、 そ し て 、 池 岸 ・

池 床 の 構 造 や 植 物 の 繁 茂 、 水 位 の 変 化 が 可 能 な 実 験 池 を 活 用 し た 実 験 的 ア プ ロ ー チ と 実 際

の 河 川 ・ 湖 沼 に お け る 調 査 と を 組 み 合 わ せ て 行 っ て い る 。 実 験 河 川 ・ 実 験 池 は 実 際 の 現 場

で は 詳 細 な 観 察 が 困 難 な 現 象 の 把 握 、 実 験 条 件 を 完 全 に 制 御 下 に 置 い て 作 業 仮 説 を 検 証 す

る の に 向 い て い る 。 前 者 は 現 象 発 見 型 の 研 究 で あ り 後 者 は 作 業 仮 説 型 の 研 究 と 言 え る 。 実

際 に 、 実 験 河 川 等 で 起 こ る 様 々 な 現 象 に 驚 き 実 際 の 河 川 に 出 か け て 行 っ て 同 様 の 現 象 が 起

き て い る か ど う か を 確 認 す る こ と も 尐 な く な い 。 ま た 、 実 験 施 設 の 特 性 に 応 じ て 作 業 仮 説

の 検 証 を 多 く 行 っ て き て い る 。 当 初 は 現 象 発 見 型 の 研 究 が 多 か っ た が が 、 近 年 は 施 設 特 性

も 十 分 に 把 握 で き た た め に 作 業 仮 説 検 証 型 の 活 用 が 多 く な っ て き て い る 。 た だ 、 施 設 特 性

に は 生 態 的 、 工 学 的 に 限 界 が あ る た め 実 際 の フ ィ ー ル ド に お け る 現 象 把 握 が 欠 か せ な い 。

最 近 は フ ィ ー ル ド 研 究 の 比 重 が 増 し 、 研 究 の 一 部 、 ま さ に 、 研 究 の た め の 実 験 と し て 施 設

を 活 用 す る こ と が 多 く な っ た 。  

 第 １ 部 の 報 告 で は 、 河 川 に お け る 生 息 場 所 と し て 、 特 に 、 水 際 を 対 象 と し た 報 告 を 行 う 。

水 際 は 人 為 的 な 影 響 を 受 け や す い 場 所 で あ り 、か つ 、重 要 な 生 息 場 所 と い う 認 識 は あ る が 、

上 流 域 を 除 き 研 究 は ほ と ん ど 進 ん で い な い 。 こ こ で は 、 魚 類 を 対 象 と し た 水 際 の 生 態 的 役

割 の レ ビ ュ ー 、 続 い て 、 水 際 植 物 の 増 水 時 の 機 能 、 空 隙 の 生 息 場 と し て の 機 能 、 実 河 川 で

実 施 し た 修 復 工 法 の 効 果 を 報 告 す る 。  

 第 ２ 部 で は 、 オ ム ニ バ ス 形 式 で ３ つ の 研 究 ・ 活 動 を 報 告 す る 。 一 つ は 、 川 を 題 材 に し た

情 報 発 信 方 法 に つ い て の 考 え 方 と 展 示 事 例 、 一 つ は 、 実 験 池 に お け る 水 生 植 物 が 魚 類 の 捕

食 関 係 に 与 え る 影 響 、 一 つ は 、 淡 水 性 二 枚 貝 の 微 生 息 環 境 と 保 全 活 動 に 関 す る 内 容 と な っ

て い る 。 こ れ ら は メ イ ン テ ー マ で は な く 、 個 別 に 実 施 し て い る 研 究 ・ 活 動 だ が 、 い ず れ も

今 後 の 河 川 環 境 保 全 上 重 要 な 研 究 テ ー マ と 考 え て い る 。  

 第 ３ 部 で は 、 流 量 や 土 砂 の 変 化 が 河 川 生 態 系 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 報 告 す る 。 本 報 告 で

は 、 ダ ム の 存 在 に 伴 う 土 砂 や 流 量 の 変 化 と 下 流 域 の 生 態 系 変 化 に 着 目 し 、 流 量 ・ 土 砂 を 含

む 物 理 環 境 要 因 の 変 化 と 付 着 藻 類 、 底 生 動 物 群 集 と の 関 連 性 に つ い て 詳 細 な 現 地 調 査 に 基

づ く 分 析 結 果 を 紹 介 す る 。 ま た 、 フ ラ ッ シ ュ 放 流 が 付 着 藻 類 に 及 ぼ す 影 響 を 定 量 的 に 評 価

す る 手 法 を 河 床 付 着 物 の 付 着 力 が 組 成 に よ っ て 異 な る こ と に 着 目 し 検 討 し た 結 果 に つ い て

報 告 す る 。  
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２ ． 河 川 水 際 域 の 生 態 的 機 能 と そ の 修 復 を 巡 っ て （ 第 １ 部 ）  

２ ． １  河 川 水 際 域 を ど う 捉 え る か  － 魚 類 生 息 場 の 観 点 か ら －  

 河 川 水 際 域 は 魚 類 の 生 息 空 間 と し て 重 要 で あ る が 、 地 形 、 地 質 的 に 複 雑 な 空 間 構 造 を 有

す る 上 に 、 植 物 の 生 育 や 河 川 水 量 の 増 減 等 に よ っ て も 時 間 的 に 変 化 す る 多 様 か つ 不 安 定 な

環 境 で あ る 。 我 々 は こ の よ う な 河 川 水 際 域 の 生 態 的 機 能 の 重 要 性 に 早 く か ら 着 目 し 、 近 年

の 災 害 が 多 発 す る 我 が 国 の 国 土 環 境 整 備 、 そ し て 多 自 然 川 づ く り の 観 点 か ら 、 現 状 行 わ れ

て い る 河 岸 処 理 工 法 を 鑑 み 、 河 川 水 際 域 を 「 植 生 」、「 間 隙 （ 石 ）」、「 入 り 組 み 」 の 3 つ の カ

テ ゴ リ ー に 類 型 区 分 し て 研 究 を 進 め て き た 。  

昨 年 度 ま で の 研 究 成 果 の ト ピ ッ ク と し て は 、「 植 生 」 で は 、 自 然 河 川 お よ び 実 験 河 川 の 調

査 か ら 、 水 際 植 物 が あ る こ と に よ る 流 速 や 照 度 の 低 減 が 魚 類 の 生 息 場 所 と し て 重 要 で あ る

こ と を 明 ら か に し 、 実 験 河 川 で は 代 替 の 工 作 物 を 設 置 し そ の 効 果 を 検 証 し て き た （ 鈴 木 、

河 口 、 斎 木 ）。「 間 隙 」 で は 、 天 然 記 念 物 の ネ コ ギ ギ が 湾 曲 部 外 岸 側 の 巨 礫 の 隙 間 を 選 択 す

る こ と を 明 ら か に し て い る （ 田 代 、 佐 川 ）。「 入 り 組 み 」 で は 、 ワ ン ド に 代 表 さ れ る 凹 部 が

特 に 冬 季 の 魚 類 や 稚 仔 魚 の 生 息 場 所 と し て 重 要 で あ り 、 地 形 的 な 入 り 組 み は 増 水 し て も 低

流 速 が 保 た れ る た め に 稚 仔 魚 の 避 難 場 所 し て 重 要 で あ る こ と が わ か っ て い る（ 力 山 、佐 川 、

長 谷 川 ）。 以 上 の 水 際 域 の 生 態 的 機 能 の 解 明 に 加 え 、 2004 年 か ら は 実 河 川 で の 水 際 修 復 工

法 の 導 入 に つ い て も 研 究 を 進 め （ 萱 場 ）、 現 在 、 北 上 川 支 流 の 砂 鉄 川 に お い て 施 工 後 の 第 一

回 目 の モ ニ タ リ ン グ が 終 了 し た と こ ろ で あ る 。  

本 日 の 発 表 で は 、 我 々 の 最 新 の 研 究 成 果 で あ る 増 水 に よ る 植 生 水 際 域 の 機 能 、 間 隙 水 際

と 魚 類 群 集 構 造 、お よ び 実 河 川 へ の 修 復 工 法 の 導 入 と そ の 評 価 に つ い て の 成 果 報 告 を 行 う 。

な お 、 我 々 が い ま ま で 行 っ て き た 研 究 の 成 果 の 詳 細 に つ い て は 、 以 下 の 報 告 書 を 御 参 照 い

た だ き た い 。  

 
共 生 セ ン タ ー に お け る 水 際 研 究 の 主 な 成 果 （印 刷 物 一 覧 ） 

 
  【 Ⅰ ： 自 然 共 生 研 究 セ ン タ ー 研 究 報 告 書 （ 西 暦 は 報 告 書 表 記 記 載 年 ）】  

1. 力 山 ： ワ ン ド と 魚 類 の 生 息 状 況 に つ い て （ 2001） ③  

2. 鈴 木 ： 水 際 域 と 魚 類 の 生 息 状 況 に つ い て （ 2001） ①  

3. 河 口 ： 水 生 生 物 に と っ て の 水 際 域 の 機 能 （ 2002） ①  

4. 千 葉 ： 水 際 域 に つ い て （ 2002） ③  

5. 河 口 ： 水 際 植 物 の 生 態 的 機 能 に 関 す る 研 究 （ 2003） ①  

6. 佐 川 ： 稚 仔 魚 の 生 息 場 所 特 性 に 関 す る 研 究 （ 2003） ③  

7. 長 谷 川 ： 実 河 川 に お け る 水 際 域 の 機 能 評 価 （ 2004） ①  ③  

8. 斎 木 ： 河 川 に お け る 生 息 場 所 に 関 す る 研 究 （ 2004） ①  ③  

9. 佐 川 ： ネ コ ギ ギ の 微 生 息 場 所 の 物 理 環 境 特 性 （ 2004） ②  

10. 長 谷 川 ： 牧 田 川 に お け る 水 際 タ イ プ と 魚 類 の 生 息 分 布 （ 2005） ①  ③  
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  【 Ⅱ ： 自 然 共 生 研 究 セ ン タ ー 活 動 レ ポ ー ト （ 西 暦 は 報 告 書 表 紙 記 載 年 ）】  

11. 力 山 ： 季 節 に よ っ て 、 魚 類 の す み か は ど の よ う に 変 わ る の で し ょ う か 。（ 2001） ③  

12. 河 口 ・ 水 野 ： 植 物 で 覆 わ れ た 川 岸 が コ ン ク リ ー ト 護 岸 に 変 わ る と 、 水 生 植 物 は ど の よ

う に 反 応 す る で し ょ う か ？ 。（ 2002） ①  

13. 佐 川 ・ 荒 井 ： コ イ 科 魚 類 の 子 供 達 の 恒 常 的 な 成 育 場 所 は ど の よ う な 場 所 で し ょ う か ？

（ 2003） ③  

14. 河 口 ・ 齊 木 ： 水 際 植 物 は 水 中 部 と 水 上 部 に 分 か れ ま す 。 水 上 の 植 物 は 魚 に と っ て 必 要

で し ょ う か ？ （ 2003） ①  

15. 河 口 ・ 齊 木 ： 代 替 工 作 物 で 水 際 植 物 の 機 能 は 再 現 で き る で し ょ う か ？ （ 2003） ①  

16. 新 田 ・ 河 口 ・ 斎 木 ： 水 際 の 明 る さ は 魚 類 の 生 息 に 影 響 す る で し ょ う か ？ （ 2004） ①  

17. 長 谷 川 ・ 河 口 ： 自 然 河 岸 と 人 口 河 岸 の 違 い を 考 え て み よ う （ 2004） ①  ③  

 

  【 Ⅲ ： 自 然 共 生 研 究 セ ン タ ー ARRC NEWS（ 西 暦 は 報 告 書 表 紙 記 載 年 ）】  

18. 水 辺 の 植 物 と 生 き 物 た ち （ No.6, 2003） ①  

 

  【 Ⅳ ： そ の 他 主 な 報 文 （ 西 暦 は 発 表 年 ）】  

19. 河 口 ・ 萱 場 ・ 水 野 ・ 尾 澤 ： 実 験 河 川 に お け る 魚 類 の 分 布 と 生 息 環 境 の 関 係 、 土 木 技 術

資 料 44(10)（ 2002） ①  

20. Kayaba・ Sagawa・ Kawaguchi・ Saiki・ Minagawa・ Tashiro： Ecological researches for river 

restoration projects using experimental stream in Japan. XXX IAHR Congress, Sept. 11-16, 

2005, Seoul, Korea. (2005)① ③  

21. 萱 場 ・ 吉 田 ・ 田 村 ・ 剣 持 ・ 高 木 ・ 林 ： 水 際 に お け る 生 息 場 所 タ イ プ と 魚 類 の 生 息 分 布

－ 砂 鉄 川 に お け る 現 地 調 査 結 果 か ら － 。 河 川 技 術 論 文 集 11（ 2005） ①  

22. 佐 川 ・ 萱 場 ・ 荒 井 ・ 天 野 ： コ イ 科 稚 仔 魚 の 生 息 場 所 選 択 － 人 工 増 水 と 生 息 場 所 と の 関

係 － 、 応 用 生 態 工 学 会 誌 7(2)（ 2005） ③  

23. 佐 川 ・ 田 代 ・ 松 間 ： 出 水 時 に お け る オ イ カ ワ 稚 仔 魚 の 避 難 場 所 － 災 害 が 魚 類 の 生 息 に
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注 ）  ① ： 植 生 、 ② ： 間 隙 、 ③ ： 入 り 組 み 、 に つ い て の 研 究 を 示 す 。  
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２ ． ２  魚 類 の 生 息 場 と し て の 水 際 植 生 域  － 増 水 す る と ど う な る  !?－  

こ れ ま で の 水 際 域 の 研 究 は 、 平 水 時 が 対 象 と さ れ て い た 。 し か し 、 自 然 河 川 の 流 量 は 常

に 変 化 し て い る 。増 水 時 に は 水 際 植 生 域 の 魚 類 は ど う な る の だ ろ う か ? 流 さ れ て 魚 は い な

く な る の で は な い か ? こ の 仮 説 を 検 証 す る 為 、流 量 を 変 化 さ せ る こ と の で き る 自 然 共 生 研

究 セ ン タ ー の 実 験 河 川 に お い て 研 究 を 行 っ た 。  
実 験 河 川 A の 直 線 区 間 の 水 際 部 に 裸 地 区 と 植 生 区 を 設 け 、 植 生 区 に お け る 植 物 の 成 育 状

況 別 の 比 較 を 視 野 に 入 れ 、 8 月 （ 植 生 幅 が 狭 く 「 疎 」 の 植 生 ） と 、 9 月 （ 植 生 幅 が 広 く 「 密 」

の 植 生 ） の 2 回 の 調 査 を 行 っ た 。 流 量 は 4 種 類 選 定 し （ 下 図 、 横 軸 ）、 各 流 量 に お い て 魚

類 調 査 と 物 理 環 境 調 査 を 行 っ た 。  
魚 類 調 査 の 結 果 、 8 月 の 植 生 区 「 疎 」 の 遊 泳 魚 の 捕 獲 個 体 数 に の み 有 意 差 が 認 め ら れ （ 下

図 上 段 ）、 以 上 を 裏 付 け る 物 理 環 境 因 子 と し て は 流 速 が 考 え ら れ た 。 す な わ ち 、 8 月 （ 植 生 ・

疎 ） で は 流 量 を 増 や す と 、 流 心 側 の 平 均 流 速 は 30cm/s 以 上 に 増 加 す る 傾 向 を 示 し 、 水 際

側 の 10cm/s 以 下 の 緩 流 速 域 は 狭 い 範 囲 （ 水 際 か ら 60 ㎝ の 幅 ） で し か 存 在 し な か っ た （ 下

図 下 段 ）。 一 方 、 9 月 （ 植 生 ・ 密 ） で は 流 量 を 増 や し て も 、 流 心 側 の 流 速 は 30cm/s 以 下 の

一 定 値 に ほ ぼ 制 御 さ れ 、 水 際 側 の 緩 流 速 域 も 常 に 100cm 以 上 の 幅 で 維 持 さ れ て い た （ 下 図

下 段 ）。 以 上 よ り 、 流 量 の 変 化 に よ る 安 定 し た 低 流 速 域 の 範 囲 が 植 生 の 成 長 状 況 に よ っ て 異

な り 、 そ の 違 い が 魚 類 の 定 着 個 体 数 を 変 化 さ せ た と 考 え ら れ る 。  
本 研 究 で は 、 水 際 植 物 が あ る と 、 増 水 時 で も 水 際 の 流 速 が 抑 え ら れ る た め 、 魚 類 の 生 息

場 （ 避 難 場 ） と し て 機 能 し て い る こ と が 確 認 さ れ た 。 ま た 、 そ の 効 果 は 植 生 が 密 で あ る ほ

ど 大 き く な る こ と が 示 唆 さ れ た 。 今 後 は 、 様 々 な 魚 種 の 成 長 段 階 ご と の レ ス ポ ン ス を 解 明

し 、 植 生 護 岸 を 用 い る 際 の 水 際 植 生 密 度 の 指 標 値 を 提 示 し た い と 考 え て い る が 、 本 研 究 は

増 水 時 の 水 際 植 生 域 の 効 果 を 解 明 す る 第 一 歩 で あ る と 考 え る 。  

９ 月 　 植 生 （密 ）
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２ ． ３  魚 類 の 生 息 場 と し て の 石 の 隙 間   － 石 の 大 き さ に よ る 違 い －  

 こ れ ま で 自 然 共 生 研 究 セ ン タ ー で は 、「 植 生 の 水 際 」 お よ び 「 入 り 組 み の 水 際 」 に 着

目 し た 研 究 を 行 っ て き た （ 2.1 参 照 ）。 し か し 、「 間 隙 の 水 際 」 に つ い て は ネ コ ギ ギ 以 外

の 魚 類 に つ い て は 研 究 が な さ れ て い な い 。そ こ で 、 実 験 河 川 A を 用 い 間 隙 の 大 き さ （ 石

の 大 き さ ） と 生 息 魚 類 の 関 係 に つ い て の 研 究 を 行 っ た 。 実 験 河 川 の 左 岸 側 に 巨 礫 （ φ

35cm）、 大 礫 （ φ 20cm）、 中 礫 （ φ 4cm） の 3 種 類 の 石 を 敷 設 し 、 右 岸 側 は 自 然 植 生

を 維 持 し て 、 そ れ ぞ れ で 魚 類 の 捕 獲 調 査 を 実 施 し た 。  
 全 体 で 11 種 の 魚 類 が 確 認 さ れ 、 間 隙 河 岸 で は 底 生 魚 が 、 植 生 河 岸 で は 遊 泳 魚 が 優 占 し

た 。 ま た 、 間 隙 河 岸 で 9 種 、 植 生 河 岸 で 9 種 と 確 認 種 数 に は 差 は な い が 、 前 者 に は ウ ナ ギ

お よ び ナ マ ズ が 、 後 者 に は ブ ル ー ギ ル お よ び タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ が 特 異 的 に 確 認 さ れ た 。  
石 の 大 き さ 別 の 確 認 種 数 に は 大 差 は な か っ た が 、 中 礫 で は 底 生 魚 の み が 確 認 さ れ た 。 ま

た 、 大 礫 お よ び 巨 礫 で は 遊 泳 魚 も 確 認 さ れ た が 、 巨 礫 の 方 が 遊 泳 魚 の 割 合 が 48%と 大 き か

っ た（ 図 1）。各 調 査 地 点 の 群 集 構 造 を 類 型 化 し た 結 果 、底 生 魚 に 興 味 深 い 傾 向 が み ら れ た 。

す な わ ち 、 シ マ ド ジ ョ ウ 属 お よ び ヨ シ ノ ボ リ 属 は 中 礫 で 優 占 す る 一 方 で 、 ウ ナ ギ お よ び ウ

キ ゴ リ は 大 礫 以 上 を 選 択 す る 傾 向 が 確 認 さ れ た （ 図 2）。 以 上 よ り 、 石 の 大 き さ の 違 い に よ

り 成 立 す る 魚 類 群 集 構 造 は 異 な る こ と が 示 唆 さ れ 、 河 岸 工 事 の 際 の 蛇 籠 の 間 詰 め 材 や 捨 石

の 大 き さ に よ っ て も 定 着 す る 魚 類 群 集 構 造 が 影 響 を 受 け る と 考 え ら れ た 。  
 現 在 、 間 隙 の 構 造 を 維 持 し つ つ （ 捕 獲 調 査 で は 石 を そ の 都 度 よ け る た め 、 調 査 地 を 荒 ら

し て し ま う ）、 小 さ い 空 間 構 造 （ 個 々 の 隙 間 レ ベ ル ） を 対 象 と し た 調 査 を 実 施 す べ く 実 験 水

路 （ 人 工 半 地 下 水 路 ） で の 実 験 に 着 手 し て い る 。 本 発 表 で は こ の 実 験 の 予 備 調 査 に つ い て

の 紹 介 も 行 う 。  
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２ ． ４  砂 鉄 川 水 際 域 修 復 工 法 の 導 入 と そ の 効 果   

 － 木 杭 群 に よ っ て 魚 類 の 生 息 状 況 は ど う 変 わ っ た か ？ －  

 

 本 報 告 で は 実 際 の 河 川 で 行 っ た 水 際 域 の 環 境 修 復 事 例 に つ い て 導 入 の 際 の 考 え 方 や 導 入

の 効 果 に つ い て 現 地 調 査 結 果 を 踏 ま え 概 要 を 紹 介 す る 。 対 象 と な っ た 北 上 川 一 次 支 川 砂 鉄

川 は 平 成 １ ０ 年 ８ 月 の 洪 水 に よ り 床 上 浸 水 対 策 特 別 緊 急 事 業 が 採 択 さ れ 、 平 成 １ ５ 年 に 河

道 の シ ョ ー ト カ ッ ト を 含 む 河 川 改 修 が 実 施 さ れ た 。 シ ョ ー ト カ ッ ト 区 間 を 含 む 魚 類 の 生 息

状 況 調 査 か ら 、 本 区 間 に お け る 魚 類 生 息 個 体 密 度 は 水 際 草 本 ・ 河 畔 林 が 分 布 す る 区 間 と 比

べ て 著 し く 低 い こ と が 明 ら か に な っ た 。こ の た め 、こ の 区 間 に 水 際 域 の 修 復 工 法 を 導 入 し 、

生 息 環 境 の 向 上 を 図 る こ と し た 。  

 今 ま で の 研 究 か ら 水 際 域 修 復 の 原 則 は 「 水 際 域 の 流 速 を 抑 え る 」、「 あ ま り 明 る い 環 境 に

し な い 」 の ２ 点 に あ る と 考 え て い る 。 本 修 復 で は こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 木 杭 群 を 選 択

し 、 現 地 の 地 形 と 流 量 を 条 件 と す る 平 面 二 次 元 流 計 算 を 行 い 、 杭 の 直 径 ・ 密 度 ・ 設 置 幅 を

決 定 し た 。 ま た 、 今 後 の 技 術 開 発 に 反 映 さ せ る こ と を 目 的 と し て 、 ① 修 復 区 間 （ 木 杭 区 ・

石 積 区 の ２ つ の 区 か ら な る ）、 ② カ ゴ マ ッ ト ＋ 覆 土 区 間 、 ③ カ ゴ マ ッ ト 区 間 の ３ つ の 実 験 区

を そ れ ぞ れ 「 瀬 」 と 「 と ろ 」 異 な る ユ ニ ッ ト に 一 つ ず つ 設 置 し 、 科 学 的 な 効 果 検 証 が 容 易

に な る よ う 工 夫 し た 。  

 修 復 工 法 の 導 入 は 平 成 １ ７ 年 末 に 終 了 し 、 事 後 調 査 は 平 成 １ ８ 年 ８ 月 ４ ～ ７ 日 と １ ０ 月

１ ７ ～ ２ ０ 日 に 行 っ た 。 調 査 は 電 気 シ ョ ッ カ ー に よ る 魚 類 採 捕 と 物 理 環 境 調 査 か ら な り 、

「 瀬 」 と 「 と ろ 」 そ れ ぞ れ に ① 、 ② 、 ③ の 区 間 に そ れ ぞ れ ３ つ の 調 査 サ イ ト を 設 け た 。 調

査 結 果 か ら 、 瀬 と と ろ 双 方 に お い て 修 復 工 法 に よ る 水 際 域 の 流 速 低 減 効 果 が 確 認 さ れ た 。

８ 月 と １ ０ 月 の 魚 類 生 息 状 況 を 見 る と ８ 月 は 個 体 数 、種 類 数 と も 尐 な く １ ０ 月 は 多 か っ た 。

ま た 、 修 復 区 間 に お け る 魚 類 生 息 量 は 瀬 に お い て 他 の 区 間 よ り 多 い 傾 向 が 見 ら れ た が 、 と

ろ に お い て は そ の 傾 向 が あ ま り 見 ら れ な か っ た 。修 復 工 法 の 導 入 に は 一 定 の 効 果 が 見 ら れ 、

流 速 低 減 や 相 対 照 度 等 物 理 環 境 要 因 と

の 関 連 性 も 明 ら か に な り つ つ あ る が 、

そ の 効 果 は ユ ニ ッ ト （ 瀬 、 淵 、 と ろ と

い っ た 縦 断 方 向 の 基 本 的 環 境 の 違 い ）

に よ っ て 異 な っ た 。 各 ユ ニ ッ ト が 有 す

る 生 息 場 と し て の 潜 在 性 、 例 え ば 、 餌

資 源 の 供 給 の 程 度 等 が 要 因 と し て 働 い

て い る か も 知 れ な い 。 な お 、 本 研 究 の

実 施 に 当 た っ て は 東 北 地 方 整 備 局 岩 手

河 川 国 道 事 務 所 の 方 々 の ご 努 力 に よ る

と こ ろ が 多 い 。 こ こ に 謝 意 を 表 す 。  
図  10 月 瀬 に お け る 各 区 の 生 息 状 況  
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３ ． 水 路 ・ 池 そ し て 環 境 教 育 を 巡 っ て （ 第 ２ 部 ）  

３ ． １  河 川 環 境 を ど う や っ て 人 に 伝 え る か ？ － 効 果 的 な 展 示 手 法 を 考 え る －  

 

河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 そ し て 自 然 再 生 を 進 め る 上 で 、 地 域 住 民 と 行 政 は 河 川 環 境 に 関 す

る 認 識 を 共 有 す る こ と が 重 要 で あ っ て 、 そ の た め に も 、 わ か り や す く 情 報 を 伝 え る 手 段 を

検 討 す る 必 要 が あ る 。 展 示 は 、 言 語 的 情 報 と 映 像 的 情 報 、 実 物 や 仮 想 体 験 に よ る 情 報 を 受

け 手 に 提 供 す る こ と が で き る 情 報 伝 達 手 法 で あ る 。  

河 川 環 境 の 展 示 で は 、 今 後 の 河 川 環 境 の 保 全 や 再 生 等 に 関 わ る 情 報 を 伝 え る こ と を 目 的

と し て い る の で 、 理 想 的 な 自 然 環 境 の 下 で 繰 り 広 げ ら れ る 河 川 生 態 系 に つ い て わ か り や す

く 解 説 す る こ と が 必 要 で あ る 。 ま た 、 河 川 で 展 開 さ れ て い る 人 間 活 動 の 存 在 、 人 間 活 動 に

よ る 河 川 環 境 へ の 影 響 、 今 後 の 自 然 再 生 を 図 る 上 で の 対 策 を 知 る こ と も 重 要 で あ る 。  

河 川 環 境 の 事 象 に は 、 空 間 や 時 間 に よ っ て 制 限 さ れ る こ と で 、 捉 え に く い も の が 数 多 く

存 在 す る 。 そ こ で 、 本 報 告 で は 、 河 川 環 境 で わ か り に く い 理 由 を 整 理 し （ 表 ）、 こ れ ま で に

セ ン タ ー で 行 っ た 展 示 事 例 を 紹 介 す る （ 写 真 ）。  

 

表  河 川 環 境 で わ か り に く い 事 象  

わ か り に く い 事 象  わ か り に く い 理 由  事 象 の 例  
事 象 を 理 解  

す る 方 法  

事 象 を 展 示 で  

伝 え る 方 法  

空
間  

対 象 の 大 き さ が  
わ か り に く い 事 象  

広 す ぎ て 見 え な い  流 域 、 水 系   離 れ て 見 る  地 図 、 衛 星 画 像  

小 さ す ぎ て 見 え な い  付 着 藻 類 、 底 生 動 物  拡 大 す る  拡 大 す る  

水 の 性 質 上  
わ か り に く い 事 象  

水 中 の た め 見 え な い  
水 面 下 の 植 物 の 繁

茂 状 況  
水 中 に 潜 る  

映 像 に 記 録 す る  

模 型 で 再 現 す る   

水 の 動 き が 見 え な い  流 速 、 流 れ 方 向  流 れ を 見 る  
映 像 に 記 録 す る  
再 現 す る  

水 の 質 が わ か ら な い  水 温 、 水 質  
化 学 ・ 生 物 反 応
を 調 べ る  

水 温 や 水 質 を 再 現  
表 で 示 す  

時
間  

長 時 間 を か け て  
変 化 す る 事 象  

事 象 の 変 遷 が 遅 い の で  
わ か り に く い  

河 原 の 樹 林 化  記 憶 す る  
時 間 を 縮 め る  
比 較 す る  

短 時 間 で 変 化 す る
事 象  

通 常 、 見 る こ と が で き な
い 事 象  

産 卵 行 動 、 出 水  現 場 へ 行 く  映 像 に 記 録 す る  

 

   

水 中 の 光 環 境 と そ の 視 認 性 に

関 す る 展 示  

流 心 か ら 河 岸 を 見 る 。 水 際 植 物

の 下 の 魚 は 見 え に く い 。  

河 岸 か ら 流 心 を 見 る 。 流 心 に い

る 魚 は よ く 見 え て い る 。   

写 真  水 中 で の 見 え 方 の ち が い を 体 験 で き る 展 示  
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３ ． ２  水 生 植 物 が 魚 類 の 捕 食 関 係 に 与 え る 影 響  

－ 水 草 は 魚 類 の 隠 れ 家 、 そ れ と も ワ ナ ？ －  

水 草 、 な か で も 沈 水 植 物 は 水 質 浄 化 機 能 が 大 き い と し て 注 目 さ れ て お り 、 再 生 に 向 け て

各 地 で 取 り 組 み が 始 ま っ て い る 。 沈 水 植 物 は 水 質 浄 化 機 能 だ け で な く 、 生 物 の 生 息 場 と し

て の 機 能 も 期 待 さ れ て い る 。 魚 類 の 幼 魚 は 、 水 草 帯 に 多 く 生 息 し て お り (平 井  1960)、 海 外

で は 、 水 草 が 幼 魚 な ど の 餌 魚 (prey fish)に と っ て 避 難 場 と し て 機 能 し て い る と の デ ー タ が

多 く 示 さ れ て い る (e.g. Werner and Hall 1988, Grimm 1983, Shireman 1984)。 そ の 一 方

で 、 水 草 が 増 え る と 魚 食 魚 が 餌 魚 を 追 い か け る の で は な く 、 水 草 帯 に 潜 み 、 近 づ い て き た

餌 魚 を 捕 食 す る 行 動 を 採 る と も 言 わ れ て い る (Savino and Stein 1982, Eklov and Diehl 
1994)。 餌 魚 に と っ て 、 水 草 の 避 難 場 と し て 機 能 に つ い て は 不 明 な 点 が 多 く 、 特 に 国 内 の

淡 水 域 を 対 象 と し た 研 究 事 例 が な い 。  
そ こ で 、 自 然 共 生 研 究 セ ン タ ー 内 の 実 験 池 （ 短 径 30m、 長 径 50m） に お い て 、 沈 水 植 物

の 魚 食 魚 （ ナ マ ズ ） に 対 す る 餌 魚 （ キ ン ギ ョ ） の 避 難 場 と し て の 機 能 に つ い て メ ソ コ ズ ム

を 使 用 し て 実 験 し た 。 実 験 は 、 2006 年 10 月 12 日 に 開 始 し 、 デ ー タ は 11 月 16 日 （ 35 日

後 ） に 取 得 し た 。 使 用 し た メ ソ コ ズ ム は 2m× 2m× 0.5m(水 深 )で 、 水 草 の 有 無 、 ナ マ ズ の

有 無 に よ っ て ４ つ の 組 み 合 わ せ と し 、 反 復 は ５ で 計 20 ケ の メ ソ コ ズ ム を 使 用 し た 。 水 草

は 人 工 水 草 を 利 用 し 、 被 度 は 50%、 メ ソ コ ズ ム 当 た り の キ ン ギ ョ は 15 個 体 (平 均 標 準 体 長

44mm)、 ナ マ ズ を 入 れ る 場 合 は メ ソ コ ズ ム 当 た り 1 個 体 （ 平 均 標 準 体 長 291mm） と し た 。  
そ の 結 果 、 実 験 開 始 35 日 後 の ナ マ ズ 有 り か つ 水 草 無 し の メ ソ コ ズ ム に お け る キ ン ギ ョ

の 平 均 残 存 個 体 数 は 、 7.5 個 体 と 最 も 減 尐 し て い た 。 一 方 、 ナ マ ズ 有 り か つ 水 草 有 り の メ

ソ コ ズ ム の キ ン ギ ョ の 平 均 残 存 個 体 数 は 10.6 個 体 で あ っ た 。 し た が っ て 、 水 草 は ナ マ ズ の

キ ン ギ ョ に 対 す る 捕 食 圧 を 下 げ る 機 能 、 つ ま り 避 難 場 と し て 機 能 し て い る こ と が こ の 結 果

か ら 分 か る 。 残 念 な が

ら 、 実 験 中 の ナ マ ズ の

死 亡 な ど に よ り 、 ナ マ

ズ 有 り か つ 水 草 無 し の

メ ソ コ ズ ム の 結 果 は 反

復 ２ と 統 計 的 に は 十 分

な 反 復 数 で は な か っ た 。 
こ の 実 験 に 加 え て 水

草 の 避 難 場 と し て の 機

能 の 遊 泳 魚 と 底 生 魚 に

よ る 差 異 を 水 槽 実 験 で

検 討 し た 。 発 表 で は 、

そ の 結 果 も 示 す 。  
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図  ナ マ ズ の 有 無 、 水 草 の 有 無 に よ る キ ン ギ ョ の 残 存 個 体 数 の 違 い 。 バ ー は 分 散 。 ナ

マ ズ 無 に お け る 減 尐 は 、キ ン ギ ョ の 死 亡 個 体 が 腐 食 に よ り 確 認 で き な か っ た た め と 考

え ら れ る  
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３ ． ３  希 尐 性 二 枚 貝 の 現 状 が 語 る こ と  

  － 微 生 息 環 境 か ら み た 減 尐 の プ ロ セ ス 、 そ し て 保 全 へ の 課 題 －  

 
淡 水 性 二 枚 貝 で あ る イ シ ガ イ 類 の 多 く は タ ナ ゴ 類 の 産 卵 母 貝 と な り 、 ま た 幼 生 期 に ヨ シ

ノ ボ リ な ど へ の 寄 生 を し な け れ ば 生 き て い け な い こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 観 点 か

ら 、 イ シ ガ イ 類 の 生 息 環 境 保 全 は 魚 類 等 を 含 め た 生 態 系 （ 主 に 農 業 用 排 水 路 、 平 野 部 小 河

川 、 溜 池 ） の 保 全 と 言 い 換 え る こ と が で き る 。 農 業 生 産 の 効 率 性 を 追 求 し た 圃 場 整 備 等 の

結 果 、 イ シ ガ イ 類 の 生 息 域 ・ 生 息 数 は 急 速 に 減 尐 し つ つ あ り 、 国 内 で 確 認 さ れ て い る 17
種 類 の う ち 11 種 ま で が 環 境 省 の 定 め る レ ッ ド リ ス ト に 記 載 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 流 水

環 境 に 多 く み ら れ る イ シ ガ イ 類 4 種 （ ト ン ガ リ サ サ ノ ハ ガ イ 、 オ バ エ ボ シ ガ イ 、 マ ツ カ サ

ガ イ 、 カ タ ハ ガ イ ） に 注 目 し 、 各 種 の 微 生 息 環 境 に 関 す る 研 究 成 果 お よ び 保 全 に 向 け た 取

り 組 み を 中 心 に 報 告 す る 。  
 野 外 調 査 は 岐 阜 県 関 市 を 流 れ る 農 業 用 排 水 路 2 箇 所 に お い て 、 約 50m 長 の 区 間 を そ れ

ぞ れ か ら 抽 出 し て 行 っ た 。調 査 対 象 と し た 。1m ご と に 設 定 さ れ た 横 断 ト ラ ン ゼ ク ト 上 2― 7
点 の 方 形 区（ 14×30cm）内 に 生 息 す る 4 種 の 長 軸 殻 長 お よ び 生 息 密 度 を 計 測 し た 。同 時 に 、

各 方 形 区 を 代 表 す る 底 質 材 料 特 性 を サ イ ズ ご と （ 0： 泥 、 １ ： 砂 、 ２ ： 小 礫 、 ３ ： 中 礫 、

４ ： 大 礫 ） に 視 覚 的 に 評 価 し て 数 値 化 し 、 流 速 （ 60%深 度 ） お よ び 水 深 を 計 測 し た 。 さ ら

に 、 各 横 断 ト ラ ン ゼ ク ト 上 に お い て 、 水 面 幅 お よ び 澪 筋 沿 い の 水 深 、 定 点 か ら の 比 高 な ど

を 計 測 し た （ 図 １ ）。 主 成 分 分 析 の 結 果 、 4 種 の 生 息 環 境 の 差 異 の 大 部 分 は 流 路 横 断 方 向 の

環 境 変 異 に よ っ て 説 明 さ れ る こ と が 明 ら か に な っ た （ 図 ２ ）。 こ の 結 果 を 全 国 的 な 個 体 群 状

況 に 照 ら す と 、 横 断 方 向 の 環 境 変 異 の 両 極 端 （ 水 際 と 流 心 ） を 好 む オ バ エ ボ シ ガ イ と カ タ

ハ ガ イ が 最 も 絶 滅 の 危 機 に 瀕 し て い る こ と に 気 づ く 。 こ の こ と か ら 、 用 排 水 路 に 代 表 さ れ

る 比 較 的 小 さ な 水 域 に お い て も 、 エ コ ト ー ン を 含 ん だ 横 断 方 向 の 環 境 変 異 性 の 均 一 化 が 生

物 生 息 環 境 基 盤 を 脆 弱 に す る 大 き な 要 因 と な っ て い る こ と が 考 え ら れ る 。 現 在 関 市 に お い

て 試 さ れ て い る 生 物 環 境 に 配 慮 し た 工 法 は 、 流 路 内 の 環 境 変 異 性 を 確 保 す る こ と に は 成 功

し て い る 。し か し 、施 工 後 の モ ニ タ リ ン グ（ 再 生 産 の 確 認 等 ）、下 流 域 の 水 域 の 連 続 性 確 保 、

地 元 中 心 の 低 コ ス ト ・ 長 期 的 な 二 枚 貝 保 全 活 動 の 確 立 等 が 今 後 の 課 題 と し て 残 さ れ て い る 。 
 
 
 
 
 

図 １ 微 生 息 環 境 計 測 の 様 子  図 ２ 主 成 分 分 析 の 結 果 に よ る 4 種 の 環 境 選 好 性 の 違 い  
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４ ． 流 況 ・ 土 砂 の 人 為 的 改 変 と そ の 影 響 を 巡 っ て （ 第 ３ 部 ）  

４ ． １  ダ ム 下 流 に お け る 河 床 環 境 の 変 化 と 底 生 動 物 相 の 変 化   

－ 支 川 合 流 に よ り 河 床 環 境 は ど う 変 わ る ？ －  

 ダ ム は 、 河 川 が 本 来 も っ て い る 輸 送 機 能 な ど の 連 続 性 を 絶 つ た め 、 下 流 の 河 川 環 境 に さ

ま ざ ま な 影 響 を 与 え る と 考 え ら れ て い る 。 海 外 に お い て は 、 ダ ム が 河 川 環 境 ・ 生 態 系 に 与

え る 影 響 が 研 究 さ れ て い る が 、 日 本 で は そ の よ う な 研 究 は 今 日 ま で 殆 ど な さ れ て い な い 。

日 本 の ダ ム は 、 規 模 が 小 さ く こ ま め な 運 用 を 行 っ て い る な ど 、 海 外 と 異 な る 特 徴 を 多 く 持

つ た め 、 海 外 で の 知 見 は そ の ま ま 日 本 の ダ ム 河 川 に 適 用 す る こ と が で き な い 。 ダ ム 河 川 の

保 全 の た め に は 、 現 在 ど の よ う な 影 響 が 強 く 現 れ て い る の か を 日 本 の ダ ム 河 川 に お い て も

明 ら か に す る こ と が 重 要 で あ る 。 そ こ で 本 報 告 で は 、 日 本 の ダ ム 河 川 で ど の よ う な 環 境 ・

生 態 系 の 問 題 が あ り 、 ど の よ う な 改 善 策 が あ り う る の か に つ い て 、 支 川 合 流 に 着 目 し た ダ

ム 調 査 の 結 果 か ら 具 体 的 に 紹 介 し た い 。  
 現 地 調 査 か ら 、 ダ ム の 下 流 で は 、 河 床 の 粗 粒 化 ・ 流 下 プ ラ ン ク ト ン 数 の 増 加 が 顕 著 に 見

ら れ た 。 ま た 、 生 息 す る 底 生 動 物 相 は ダ ム 上 流 と 大 き く 異 な り 、 プ ラ ン ク ト ン 食 者 の み が

著 し く 増 加 し て い た 。 こ れ は 、 ダ ム 湖 で 生 産 さ れ た プ ラ ン ク ト ン が 、 栄 養 価 値 の 高 い 餌 資

源 と し て 供 給 さ れ た た め と 考 え ら れ る 。 一 方 、 ダ ム の 下 流 に お い て 、 自 然 状 態 の 保 た れ た

支 川 が 合 流 す る と 、 支 川 が 運 ん で き た 細 か い 河 床 材 料 が 供 給 さ れ た こ と に よ り 、 粗 粒 化 が

弱 ま る こ と 、 ダ ム か ら の 水 が 希 釈 さ れ た こ と で 、 プ ラ ン ク ト ン 数 が 減 尐 す る こ と が 明 ら か

と な っ た 。 こ の こ と は 、 支 川 合 流 に よ り 、 河 床 環 境 が 改 善 さ れ る こ と を 示 し て い る 。 底 生

動 物 相 も 、 プ ラ ン ク ト ン 食 者 が 減 尐 し 、 か つ 、 細 か い 河 床 材 を 生 息 場 と し て 用 い る タ ク サ

な ど が 増 加 す る こ と で 、 多 様 性 が 改 善 さ れ て い た 。  
 本 報 告 は 、 ダ ム の 下 流 で 流 入 す る 、 自 然 状 態 の 保 た れ た 支 川 の 存 在 が 、 ダ ム 影 響 の 軽 減

策 ・ 改 善 策 に 重

要 な 可 能 性 を 持

つ こ と を 示 唆 し

て い る 。 今 後 、

支 川 の 個 性 す な

わ ち 流 入 規 模 ・

流 入 地 点 ・ 土 砂

供 給 量 な ど の 違

い に よ り 、 改 善

効 果 に ど の よ う

な 差 が 現 れ る の

か を 明 ら か に し

て い き た い 。  
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図  底 生 動 物 群 集 の 類 似 度 （ nMDS 結 果 ）  
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４ ． ２  フ ラ ッ シ ュ 放 流 に よ る 河 床 付 着 膜 の 掃 流 効 果 を 予 測 す る  
－ 付 着 力 の 違 い に 着 目 し て －  

 
河 床 の 礫 表 面 に 形 成 さ れ る 付 着 藻 類 を 主 体 と す る 被 膜（ こ こ で は 河 床 付 着 膜 と よ ぶ ）は 、

付 着 藻 類 の 成 長 に 関 与 す る 栄 養 塩 ・ 光 ・ 水 温 の 他 、 水 理 量 、 懸 濁 物 質 、 掃 流 砂 、 時 系 列 的

に 変 化 す る 流 況 、 あ る い は 底 生 動 物 や 魚 類 の 摂 食 等 、 様 々 な 要 素 の 影 響 を 受 け 成 立 し て い

る 。 ま た 、 付 着 藻 類 群 落 は 、 発 達 に 伴 っ て 平 面 的 な 構 造 か ら 立 体 的 な 構 造 へ と 遷 移 し 、 群

落 を 構 成 す る 種 の 生 活 型 （ あ る い は 付 着 形 態 ） は 異 な っ て く る 。 し た が っ て 、 河 床 付 着 膜

を と り ま く 要 因 が 変 化 す る と 、 付 着 藻 類 の 現 存 量 、 群 落 構 造 、 河 床 付 着 膜 の 構 成 等 は 変 化

す る 。 特 に 、 ダ ム 下 流 に つ い て は 、 流 況 の 平 滑 化 に よ り 、 河 床 付 着 膜 が 掃 流 さ れ た り 、 礫

が 流 さ れ 、 河 床 付 着 膜 が 更 新 さ れ る と い っ た 攪 乱 の 減 尐 に よ っ て 、 大 型 糸 状 緑 藻 の 繁 茂 が

生 じ た り 、デ ト リ タ ス や シ ル ト な ど の 堆 積 量 が 増 加 す る こ と 等 が 報 告 さ れ て い る 。そ し て 、

こ の よ う な 河 床 付 着 膜 の 変 質 は 、こ れ を 餌 と し て 利 用 す る 底 生 動 物 や 魚 類 に 影 響 を 及 ぼ し 、

景 観 の 悪 化 を ま ね く 要 因 と も な る 。 自 然 共 生 研 究 セ ン タ ー で は 、 ダ ム 下 流 に お け る 河 床 付

着 膜 に つ い て 調 査 を 行 い 、 水 理 量 や 流 況 等 の 改 変 や 、 底 生 動 物 相 の 変 化 に 伴 う 摂 食 圧 の 変

化 に よ っ て 、 現 存 量 や 藻 類 群 集 構 造 が 変 化 す る こ と 明 ら か に し て い る 。  
一 方 、こ の よ う な ダ ム 下 流 の 河 床 付 着 膜 等 を 改 善 す る 取 り 組 み に つ い て は 、1997 年 よ り 、

ダ ム の 洪 水 調 整 容 量 の 一 部 を 活 用 し た フ ラ ッ シ ュ 放 流（ 一 時 的 に 放 流 量 を 増 加 さ せ る 放 流 ）

等 が 実 施 さ れ 、 放 流 に よ る 河 床 付 着 物 の 減 尐 等 が 報 告 さ れ て い る 。 し か し 、 河 床 付 着 膜 の

掃 流 特 性 は 、 河 床 付 着 膜 の 状 態 の 違 い や 付 着 藻 類 の 基 質 へ の 付 着 力 （ 付 着 形 態 ） の 違 い に

よ り 異 な る た め 、 量 的 な 把 握 の み な ら ず 、 こ れ を 加 味 し た 検 証 が 必 要 と さ れ る 。 自 然 共 生

セ ン タ ー で は 、こ れ に 着 目 し 、実 験 河 川 を 用 い た 検 討 や 実 河 川 に お け る 調 査 を 行 っ て き た 。  
本 報 告 で は 、 実 河 川 で 行 な わ れ た フ ラ ッ シ ュ 放 流 前 後 の 調 査 結 果 を 例 に 、 水 理 量 の 違 い

（ 水 際 、 平 瀬 、 早 瀬 ） に よ っ て 、 付 着 藻 類 群 集 の 種 組 成 、 藻 類 の 基 質 へ の 付 着 形 態 は 異 な

り 、 基 質 へ の 付 着 力 が 規 定 さ れ 、 掃 流 効 果 は 異 な る こ と を 定 量 的 に 示 す 。 ま た 、 実 験 河 川

で 取 得 し た デ ー タ を 用 い 、 河 床 付 着 膜 に 含 ま れ る 細 粒 土 砂 量 と 付 着 藻 類 群 集 の 種 組 成 と の

関 係 か ら 、 付 着 基 質 へ の 付 着 力 を 予 測 し 、 そ れ に よ っ て 付 着 藻 類 の 剥 離 量 の 予 測 が 可 能 と

な る こ と を 紹 介 す る 。  
 

実 測 値 と 予 測 値

0

50

100

150

0 50 100 150

実 測 値

予
測

値

付 着 力
中
7%

付 着 力
弱
4%

付 着 力
強
89%

出 水 後 の Chl.a量 の 予 測

摩 擦 速 度 等 の 水 理 量

付 着 力

付 着 藻 類 群
落 の 種 組 成

付 着 形 態 型

細 粒 土
砂 量

河 床 付 着 膜 の 状 態

【例 】
実 測 値 と 予 測 値

0

50

100

150

0 50 100 150

実 測 値

予
測

値

付 着 力
中
7%

付 着 力
弱
4%

付 着 力
強
89%

出 水 後 の Chl.a量 の 予 測

摩 擦 速 度 等 の 水 理 量

付 着 力

付 着 藻 類 群
落 の 種 組 成

付 着 形 態 型

細 粒 土
砂 量

河 床 付 着 膜 の 状 態

【例 】


